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夏真っ盛り！熱中症に要注意！
"意識すること"
３つのポイント

熱中症は、高温多湿な環境に長くいることで、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温調節機能が低下することで引き起こされます。
新型コロナウイルス感染症予防に努めるとともに、熱中症予防を適切に行いましょう。

❶暑さを避ける！
・日陰を選んで歩く。日よけの帽子・日傘の使用
・扇風機やエアコンの活用

❷こまめな水分補給！
・時間を決めて水分補給
・入浴前後や起床後は特に水分補給を心がける
・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

            一般的な家庭用エアコンは、空気を循環させるだけで
換気を行っていません。新型コロナウイルス対策のため、エアコン
と換気を行う必要があります。換気により室内温度が高くなりがち
なので、室温が28度を超えないよう気を付けましょう。

❸マスクしながら熱中症対策を！
・マスク着用時の激しい運動は避ける
・屋外で十分な距離を確保し、マスクを外すことも

             高温や多湿といった環境下でのマスク着用は、熱中
症のリスクが高くなるおそれがあります。

             マスクをしていると喉の渇きに気付きにくくなります。喉が渇いてい
なくても時間を決めて水分補給をしましょう。脱水症状等緊急時には経口補水液
が役に立ちます。

見守りめぐねっと 検 索

「アコメイズ葬祭」様 「ヘルスケアセイジョー薬局西小山店」様
北部包括支援センターから区の「見守りめぐねっと」の 
活動を聞いたことをきっかけに、登録しました。アコメイズ
葬祭は、人に寄り添う安心葬儀をモットーに、数多くの
ご利用をいただいております。４町会に加入するなど、
地域との結びつきも大切にしております。お困りの区民
の方に福祉や介護の
相談先として、地域
包括支援センターを
案内するなど、協力
事業者として見守り、
お役に立てたらと思
います。

にこま通り商店街の中にあるため、２００４年にオープン
してから、お子さんや、高齢者まで幅広い世代の方が毎日
来店されています。調剤薬局として、定期的に顔を合わせ
ているうちに、自然と病気や健康状態などの相談を受ける
ことも多く、「元気がないかな？」と気になる方にはこちらか
ら積極的に声をかける
などの対応をしていま
す。これからも安心し
て利用していただける
ように、地域に根ざした
関わりをしていきたい
です。

北部包括支援センター▶☎5428-6891 FAX：3496-5215 
東部包括支援センター▶☎5724-8030 FAX：3715-1076 
中央包括支援センター▶☎5724-8066 FAX：5722-9803 
南部包括支援センター▶☎5724-8033 FAX：3719-2031 
西部包括支援センター▶☎5701-7244 FAX：3723-3432 
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▶見守りめぐねっと令和３年度の取り組み
令和３年度の通報相談件数は３０５件

見守りサポーター養成講座の開催

地域で緩やかに見守る「見守りサポーター」
の養成を目的に、講座を２回開催しました。
会場29名、オンライン40名、合計69名
の方のご参加がありました。

見守りめぐねっと協力事業者の募集

令和３年度は、薬局、銀行等２９店舗が新
たに協力事業者に加わりました。各地域
包括支援センターの地域連携コーディ
ネーターが、地区の事業所を訪問し、顔の
見えるネットワークづくりを進めました。

出張相談会を開催しています！(予約不要！）

目黒区地域包括支援センターで
は、介護、福祉、健康、医療などに
関して、身近な地域で気軽に相
談ができるよう、出張相談会を開
催しています。予約等は不要で
す。お気軽にご相談ください。

気温別の熱中症による救急搬送人員（令和３年６月～９月） 時間帯別の救急搬送人員（令和３年６月～９月）
出典：「夏本番前から熱中症対策を！」東京消防庁HP

見守りめぐねっと新規登録事業者インタビュー

企業や団体などの皆さんにご賛同いた
だき、地域のかたの「ちょっと気がかり」
なことに気づいたときに、地域包括支
援センターに連絡していただく見守り
活動です。協力してくださる事業者募
集中！

※新型コロナウイルス感染症による外出自粛の影響等に
より、通報相談件数が減少しています。

ポイント

ポイント

ポイント

搬送人員が一番多いのは
34℃！気温が高くなるほど
多くなるね。

一番多いのは12時台で
400人！特に１１時～１６時
は熱中症に注意しよう！

こんな時特に注意！

目黒区のホームページで、
見守りめぐねっとの活動を
お知らせしています。｠

QRコード

民生・児童委員
24％

家主・マンション
管理人等
8％

民間事業者
（配達・店舗）
16％

介護・医療・
行政機関等
33％

近隣住民・
知人等
19％

地域包括支援センターにご連絡・ご相談ください

開設時間

必要に応じて、
ご自宅等への訪問も可能です。

2メートル
以上



最後に目黒消防署からお知らせです。「住まいの防火防災診断」

まもりんからキュータに
３つの質問！

まもりんからキュータに
３つの質問！

目黒区見守りめぐねっとキャラクター 東京消防庁マスコット　　　　　　　　　

特に夏の救急通報の、現場で感じた区民に伝えたい注意事項を教えて！
熱中症による救急搬送のうち最も多いのは６５歳以上の高齢者で全体の約６割、
また、発生場所で最も多いのは家の中で、全体の約４割を占めています。たとえ日
が当たっていなくても、家の中で熱気や湿気がこもりやすいところは要注意です。

1

月

2

年齢
気温
湿度

6月

8月

60代

90代

26.0℃
76％

33.4℃
62％

状況

熱中症疑い（中等症）

起床時から脱力感があり動くことができず、
様子を見るも症状が改善しないため119番通報

熱中症（中等症）

エアコンをつけず、扇風機をつけた状態で
ぐったりしていたところを家族が発見し119番通報

ご存じですか？
防災・救急医療情報キット

令和３年中に東京消防庁管内で発生した住宅火災による死者のうち高齢者の占める割合は７８％と非常に
高いものとなっています。目黒消防署では、住宅火災の発生を防ぎ、火災から命を守るために、防火防災
訓練、各種イベント、広報チラシ等を通じて地域の皆様に以下のような防火対策を呼びかけています。

❶発生予防！ ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
❷早期発見！ 住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。
❸延焼防止！ 部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎製品を使用する。
❹初期消火！ 消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
❺避難経路確保！ 避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
❻防火対策！ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの対策を行う。

災害時、救急救命時に備え、医療情報や
緊急連絡先などを専用カードに記入し
て中に入れ、冷蔵庫に保管しておくもの
です。駆け付けた救急隊などが、冷蔵庫
内に保管されているキットの救急情報
カードから医療情報などを確認し、迅速
な支援活動につなげます。

まもりん キュータ

こんな風に役立ちました！
一人暮らしの高齢者が自宅で
息苦しくなり119番通報。

救急隊到着時、息苦しさにより自分の生年月日、
既往症、かかりつけ病院等を
救急隊に伝えることができない。

必要な情報が得られ、
スムーズに医療機関に搬送することができた。

６つの対策
気づかないうちに
脱水していること
もあるんだ。　　

救急隊が冷蔵庫の扉に
貼ってあった
「防災・救急医療情報キット」
のステッカーを発見！

地域包括支援センター
にて配布中！

❶寝たばこは絶対にしない、させない。
❷ストーブ周りに燃えやすいものを置かない。
❸こんろを使うときは火のそばを離れない。
❹コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

４つの習慣

1質問

防災・救急医療情報キットが活用
された事例を教えて！2質問

見守りめぐねっと協力機関として、区民の方々に心がけて欲しいことを教えて！3質問

〈熱中症による救急搬送事例〉


